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 7 月 25 日、メルバ・プリーア大使が千葉大学からの訪問団と面会しました。 

千葉大学では、日本政府が主導するイニシアチブ、大学の世界展開力強化事業 

『Re-Inventing Japan』の一貫として、PULI(Post Urban Living Innovation) 

プロジェクトが実施されていますが、このプロジェクトのコーディネーションを

担当する渡邊誠理事などが来館されました。 

 

 

 



 

 このイニシアチブの目的は、グローバル人材を育成するため日本の大学と 

ラテンアメリカの大学間交流を強化することにあります。選定されたプロジェクト 

8 つのうち、6 つのプロジェクトにおいてメキシコの大学が関わっています。 

そのなかでも PULIプロジェクトが最も大きく、テーマにおいても、5年間（2015年

～2020 年）に参加する予定の学生数（日本人・メキシコ人）においても、群を 

抜いています。 

 

 千葉大学は PULI プロジェクトを通じて、メキシコ国立自治大学（UNAM）、 

アグアスカリエンテス自治大学、ベラクルス大学、パンアメリカン大学、イベロ

アメリカーナ大学と緊密な交流をおこなっています。この交流プロジェクトで 

日本を訪れるメキシコ人学生は 236 人、メキシコを訪れる日本人学生は 197 名に

なる見込みです。 
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